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市営バス高齢者無料乗車証制度は
継続すべきです

　

昨
年
９
月
、
市
が

出
し
た
「
高
槻
市
み

ら
い
の
た
め
の
経
営

革
新
」
改
革
方
針
で
、

高
齢
者
の
市
営
バ
ス

無
料
乗
車
制
度
の
現

状
に
つ
い
て
、
検
証

を
お
こ
な
う
と
い
う

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
議
会
の
中
で
も

無
料
乗
車
制
度
の
見

３
年
前
の
検
証
結
果
は

健
康
増
進
に
も
役
立
っ
て
い
る

多
く
の
高
齢
者
が
利
用

　
「
無
料
乗
車
証
を

使
っ
て
、
利
用
し
て

い
る
」
は
84
・
２
％

で
最
も
利
用
が
多
い

の
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
圏
域
別
に

み
る
と
、
北
地
域
が

93
・
１
％
、
清
水
地

域
が
91
・
５
％
と
多

く
の
利
用
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
無
料
乗
車

証
が
役
に
た
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

外
出
す
る
機
会
の
増

加
に
役
立
っ
て
い
る
、

健
康
に
役
立
っ
て
い

る
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
に
役
立
っ
て
い

る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

無
料
乗
車
証
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
宅
か
ら
バ
ス
停
・

鉄
道
駅
ま
で
歩
く
こ

と
、
到
着
バ
ス
停
・

鉄
道
駅
か
ら
、
目
的

地
・
目
的
施
設
ま
で

歩
い
た
り
ま
ち
な
か

を
歩
く
こ
と
が
増
え

32
億
円
の
経
済
効
果

　

１
か
月
１
回
あ
た

り
の
平
均
消
費
額
（
買

い
物
代
、
飲
食
代
、

娯
楽
費
、
医
療
費
な

ど
）
と
普
段
の
外
出

日
数
、
外
出
人
数
な

環
境
に
優
し
く
、介
護
予
防
に
も

　

無
料
乗
車
証
が
な

か
っ
た
場
合
に
何
を

利
用
す
る
か
の
調
査

で
、電
車
、タ
ク
シ
ー
、

自
動
車
、
バ
イ
ク
な

直
し
を
い
う
他
会
派

の
議
員
も
で
て
い
ま

す
。

　

９
月
議
会
で
日
本

共
産
党
は
「
３
年
前

に
検
証
を
し
、
そ
の

結
果
も
出
て
い
る
。

新
た
な
検
証
は
必
要

な
い
」
と
主
張
し
ま

し
た
。

る
こ
と
で
歩
行
数
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

無
料
乗
車
証
を

利
用
し
て
い
る
人

の
１
日
の
歩
行
数
は

利
用
し
な
い
人
よ
り

８
６
９
歩
多
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま

ど
か
ら
算
出
す
る
と
、

無
料
乗
車
証
を
使
っ

て
の
経
済
効
果
は
１

年
間
で
32
億
円
に
も

な
る
と
い
う
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
利
用
を
あ
げ
た

割
合
で
二
酸
化
炭
素

の
削
減
量
の
調
査
を

み
る
と
市
営
バ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
で
、

年
間
８
０
６
ト
ン
の

二
酸
化
炭
素
が
削
減

さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
無
料
乗
車

証
を
使
っ
て
外
出
す

る
こ
と
で
、
介
護
保

険
制
度
を
利
用
す
る

人
も
少
な
く
、
人
と

交
流
す
る
中
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

も
多
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
引

き
続
き
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
共
に
高
齢

者
の
無
料
乗
車
証
継

続
の
た
め
に
が
ん
ば

り
ま
す
。
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市
営
富
寿
栄
住
宅
は

激
し
い
地
震
に
耐
え
ら

れ
な
い
こ
と
、
風
呂
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
無
い

こ
と
か
ら
、
建
て
替
え

が
決
定
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
現
在
地
で
の
建

て
替
え
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
２
回
引
っ

越
し
が
必
要
に
な
る
こ

と
、
完
成
ま
で
の
期
間

が
長
く
な
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
３
月
、
阪
急
京
都

線
北
側
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本

社
宅
用
地
を
移
転
先
と

す
る
方
針
が
示
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

戸
数
は
現
在
の
入
居
戸
数
よ

り
増
や
す
べ
き

「
い
つ
移
れ
る
の
か
…
」
現

入
居
者
は
不
安

　

日
本
共
産
党
高
槻
市

会
議
員
団
は
、
富
寿
栄

住
宅
の
建
替
え
に
あ

た
っ
て
、
収
入
が
少
な

く
、
住
宅
の
確
保
に

困
っ
て
い
る
市
民
の

た
め
に
、
最
大
限
の

戸
数
を
整
備
す
る
こ

と
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
市
は

今
年
３
月
の
都
市
環

境
委
員
会
協
議
会
で
、

富
寿
栄
住
宅
の
現
在

の
入
居
戸
数
３
２
０

　

ま
た
、
現
地
で
の
建

替
え
か
ら
、
移
転
し
て

の
建
替
え
に
方
針
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
新
し
い
住
宅
を
い

つ
完
成
さ
せ
る
の
か
、

市
は
ま
だ
示
せ
な
い
で

い
ま
す
。
入
居
者
は
「
い

つ
新
し
い
住
宅
に
入
れ

る
の
か
」
と
見
通
し
が

持
て
な
い
状
況
で
す
。

日
本
共
産
党
高
槻
市
会

議
員
団
の
「
行
程
を
早

く
決
め
る
こ
と
必
要
で

は
な
い
か
」
と
の
質
問

に
、
市
は
「『
建
替
基
本

計
画
』
の
中
で
、
目
標

年
度
を
示
し
た
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
が
、『
基

本
計
画
』
は
現
時
点
で

戸
と
川
西
・
春
日
両
市

営
住
宅
、
府
営
住
宅
で
、

必
要
な
公
営
住
宅
の
戸

数
は
足
り
て
い
る
と
の

考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
高
槻
市

会
議
員
団
は
、
こ
れ
に

対
し
、
５
月
８
日
の
都

市
環
境
委
員
会
協
議
会

で
「
Ｊ
Ｒ
社
宅
用
地
に
、

法
律
上
、
３
２
０
以
上

市
営
富
寿
栄
住
宅
の
建
て
替
え

最
大
限
の
戸
数
で
、
早
く
完
成
の
め
ど
を

の
戸
数
を
整
備
す
る
こ

と
は
不
可
能
な
の
か
」

と
質
問
。
市
は
「
３
２
０

戸
を
大
き
く
超
え
る
戸

数
を
建
設
す
る
こ
と
は

難
し
い
」
と
答
え
た
こ

と
か
ら
、「
戸
数
は
、
現

在
の
入
居
者
数
よ
り
増

や
す
べ
き
」
と
求
め
ま

し
た
。

は
「
今
年
12
月
、
作
成

予
定
」
と
し
か
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。「
今
で
も

（
完
成
時
期
が
）
延
び
て

い
る
の
に
、
ま
た
先
に

延
び
る
の
は
問
題
。
入

居
者
の
皆
さ
ん
が
先
を

見
通
せ
る
よ
う
に
」
と

早
く
完
成
目
標
年
度
を

決
め
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。 地域

の声

◎
門
前
橋
か
ら
上
流
、

芥
川
右
岸
に
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
人
か
ら
雑
草

が
生
い
茂
り
、
散
歩

す
る
の
に
不
便
だ
と

い
う
声
が
あ
り
、
道

路
課
に
要
請
し
ま
し

た
。
現
地
を
見
て
除
草
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

富田
駅ＪＲ

摂津
富田
駅

阪急

富寿栄住宅

富
田
小

富
田
小

文

JR社宅

ふれあい文化センター


